
 

 

響く！鎚音！進む新施設（共生サロン）建設 
 「あの建物何階建て？３階建て？」 

 知人から尋ねられる。確かに平屋とは思えないガッチリした基

礎に骨組み、一体どんな大きな建物が建つのか興味をもった人

は多いかもしれない。八雲町内でも我が家を含めて３軒目になる

「サーマスラブ」という電気で家の土台から地熱が一定の温度に

なる土中まで家まるごと暖めるシステムで、基礎をよけい堅牢な

物にしているのだろう。優しい温かさが期待できる。 

 昨年の夏からＮＰＯの共生型施設の専門部で集まって、何度と

なく話し合いました。「こんな部屋も欲しい。」「じゃ厨房はこれぐら

い！」「子供・老人・障がい者が憩えるホールもこれぐらいの広さ

がほしい。」「喫茶はゆったり、おしゃれにしたい。」とみんなの夢

は広がりますが、国からの補助金は３千万円。敷地も町の防火水槽が角を占め、限られている。当初の６４坪に膨ら

んだ建物も、又みんなでどこを減らそうとワイワイ・ガヤガヤと頑張って５５坪の施設に。 

 ９月２日、緊張感みなぎるシルバープラザの一室での入札。３つの業者から建設業者１社が決まり、いよいよ建築の

エンジンがかかる。 

 Ｂ型就労支援施設の利用者の働く場として喫茶・軽食のお店も併設するため、専門業者にも相談にのっていただく。

厨房設計の不都合な部分がいくつも見つかる。その他にも実際の生活や活動を考えると、「あれもほしい。」「コンセン

トがまったく足りない。」等と色々な要望が出て来て、建築・設計業者との話し合い、ご苦労をかける。 

 一軒家を貨りて、４月から動き始めた就労支援施設で働く利用者７名も、すぐ前で進む工事を毎日見ながら１２月末、

そこで働く自分達を思い描いて胸を膨らませていることだろう。 

 １１月中には、ほぼ建物は出来上がる予定だ。その後、保健所な

ど関係機関の検査を経て、１２月１０日引渡し予定となっている。そ

れまでに備品、消耗品などの計画・購入。厨房機器の購入・配置。

喫茶関係のレイアウトなど検討し実際営業していく体制づくり等々

オープンまで課題は山済みだ。はたしてそれらをうまく形にしていけ

るのか？そして一番の課題は「居心地の良いおいしい軽食とお茶

でゆっくりと地域の方々にくつろいでいただけ、人の集まれるサロン

が造れるのか？そして働く障がい者の工賃を少しでも生み出すこと

ができるのか？」と不安はいっぱいです。しかし沢山の方々の声をいただき、参考にしながら急ピッチで１つ１つの課

題をクリアしていかなければならない。（芦田 朋子） 
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Ｂ型就労施設は４月に立ち上がり、半年以上経過し、それなりに運営できている事は凄い事だと思う。去年の秋に

は想像もできない不安な事だったのだから。職員は言う。 

 「ここはいつも不思議に困っていたら誰かがきて、サッと助けてくれるんですよね。」ＮＰＯの会員やボランティアの人

達が「だめだめ。こうするの。」「こうしてみたら？」とうまい具合にやって来て教えてくれる。又職員は言う。 

 「長い間色々な仕事をして来たが、今の仕事が一番楽しい。」 

 障がい者と共に過ごす日々を楽しんでいる。こうした人々が「八雲シンフォニー」のまわりにいてくれる限り、新施設

も素敵なものに、長くかけて育ててくれるものと信じている。 

 皆様の暖かい支えを心から嬉しく思い、これからもさらによろしくと祈る思いだ。（芦田 朋子） 

 

 

 

 １０月１５日土曜日に小樽からの帰り道、倶知安町内国道５号線沿いにある喫茶「陽だまり」という施設に行きました。

八雲で今建設中の共生サロン八雲シンフォニーも参考にしている部分も多々あるという事で、イメージづくりもしてみ

ました。 

 店内に入りまず驚いたのは漫画の数です。天井から床までぎっしりと入って

いて数えきれないほどの漫画の数でした。これはゆっくりと読みながら時間を

過ごせる場所だと感じました。またラストオーダーを過ぎて入店したのにも関わ

らず飲み物の注文ができるように対応をしてくれたスタッフの方や利用者の方

の行動にも良さを感じました。マニュアルは大切ですが、臨機応変の対応にも

驚きましたし、人間味を感じました。 

 メニューはソフトドリンク、コーヒーなどを合わせると２０種類あり、その他カレーやハンバーグなどの食事もそろって

おり充実していました。飲食スペースはイス・テーブルが４組ほどあり、壁につ

いているコーナーチェアもありました。奥には学習スペースもあり、繋げて広い

ホールのようなスペースにもなるようにできていました。 

 トイレももちろん広いスペースがありました。ほとんどのドアがスライドドアで

した。 

 このような施設が八雲にできる事をイメージすると集まる場所・たまり場とし

ての機能、利用者の就労支援の機能、地域の交流場の機能を兼ね備えてい

る施設として楽しみです。１度行ってみてはいかがでしょうか？（政田翔太） 

 

 


